














別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　当該事業場において行っている事業に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
がれき類（コンクリート塊、アスファルト塊、ガラス陶磁器くず）、廃プラスチック類、塩ビ、木くず、
金属くず、石膏ボード、ＡＬＣ、混合可燃物（紙くず、繊維くず）は分別すると共に石綿含有産業廃棄物
についても他の廃棄物に混入しないように確実に分別、保管を実施する。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
現状の取組みを維持、推進していく。

４　産業廃棄物の分別に関する事項

①事業の種類

②事業の規模

③従業員数

④産業廃棄物の
　一連の処理の工程

２　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等、別紙を参照）

３　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

（これまでに実施した取組）
　新築工事（住宅系当社商品）
・梱包材の簡素化　・ユニット化搬入　・資材の再利用

（今後実施する予定の取組）
現状の取組みを維持、推進していく。

①現状

②計画

別表2-1、2-2を参照

06 総合工事業

工事完成高　１９，５２９百万

全従業員２２６名

・解体工事
がれき類（コンクリート塊、アスコン塊）、木くず→再生処理業者に委託して、再生砕石、チップ（合材用、
燃料用）として再資源化
・新築工事（住宅系当社商品）
現場にて建設産廃を１９品目に分別し当社奈良工場に一括して集め品目別に再生処理業者に委託し再資源化
・新築工事（一般建築）
現場にて建設産廃を分別しリサイクル可能な品目については再生処理業者に委託して再資源化



７　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

（これまでに実施した取組）
特になし

（今後実施する予定の取組）
特になし

（これまでに実施した取組）
特になし

①現状

②計画

①現状

②計画

（今後実施する予定の取組）
特になし

（これまでに実施した取組）
再資源化率の高い事業者を選定している。

（今後実施する予定の取組）現状の取組みを維持、推進していく。
優良認定業者から選定する。
再生利用、熱回収が可能である廃棄物については、再生利用業者、熱回収業者へ処理委託する。

②計画

８　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

６　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

②計画

（これまでに実施した取組）
特になし

（今後実施する予定の取組）
特になし
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